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 要  旨 
近年，キーワード入力による検索に関する研究が注目され，エンタープライズ
サーチエンジンの土台となる関係データベースやXML データベースでもキーワー
ド検索方法が提案されている．これらの構造化データベースにおいて，XML デー
タ表現を考慮して検索を行う既存の手法としては，XML データベースで処理する
か，伝統な関係データベースにマッピングして格納，処理することになる．しか
し，XML データベースと関係データベースシステムの構築方法は根本的に違って
おり，そのキーワード検索アルゴリズムも異なる．そのため，XML データベース
と関係データベース（RDB）でのキーワード検索結果は一致しているかどうかまだ
分析されていない． 
 そこで，本研究では，キーワード検索の機能分析に焦点を当てて，まず，XML デ
ータベースとRDB でキーワード検索の機能分析を行った．その結果，XML データ
ベースの代表的な検索方式であるXRANK でキーワード検索する場合は，キーワー
ドがヒットしたノードの共通の先祖ノードを容易に探し出して，ノード間の階層
情報はよく取れるが，ノード間のリンケージ関係を用いないため，情報が不充分
であることを示した．一方，RDB の場合の代表的な手法DBXplorer の場合は，XML 
に相当するデータを，実体（Entity）と関連（Relationship）にマッピングして，
関係データベースに格納する．検索するとき，キーワードがヒットしたエンティ
ティ間で，外部キーによる結合を行い，キーワードに関するタプル情報を取り出
す．そのため，リンケージ関係を含め，関係性の情報のすべてが検索結果で表せ
る．しかし，キーワードがヒットしていない階層関係を自動的に求めないので，
もしキーワードがヒットしたタプル集合が上位の階層で関係があるなら，その関
係による情報を取らないために，DBXplorer の検索結果は不完全になる． 
 次に，本論文では上述した従来のシステムのキーワード検索機能の弱点を理解
した上で，ハイブリッドXML －関係データベース（XML－RDB）におけるキーワー
ド検索を行うアルゴリズムを提案した．まず，XML データの格納を許した関係デ
ータベースの混合表（Hybrid Entity）を利用して，リレーションのエンティティ
のID を，格納したXML のノードID に対応づけて，ハイブリッドXML － RDB のデ
ータモデルを設計した．次に，キーワード検索が行われるスキーマを決めて，キ
ーワードがヒットした各エンティティ間の結合方法を解決する必要がある．その
ため，XRjoin というオペレータを提案した．XRjoin は，ハイブリッド型のエン
ティティと関連があるリレーションのエンティティを結合する演算であり，条件
で絞られたXML と関連があるリレーションのタプル情報を組み合わせたハイブリ
ッド型のエンティティを生成する．以上の考えに基づいて，本論文では，XRjoin を
元にして，join tree とよばれる問合せの実行手順式を生成し，その実行によっ
てキーワードがヒットした各エンティティを結合して検索結果を提供するシステ
ムを試作した．その結果，キーワード入力による検索で，XRANK の結果で欠けて
いるリンケージ情報とDBXplorer で得られない階層情報を同時にハイブリッド
XML － RDB の検索結果で表すことが可能になった． 
